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B実現方策 1 
5-1 中心市街地のまちづくりにお付る基本的な考え方

0中山市街地の活性化を共通目標とした多様な主体の参画による「協創の都市づくり」

都市づくりビジョン八王子では、「協創の都市づくり」の推進を目標として掲げ、市民、事業者、

大学等、行政など多様な主体が「協働」によって都市を「創造」することとしています。

中山市街地においては、地域住民、事業者、各種まちづくり団体等が自ら“地域経営"の観点を持

ち、まちづくりを自律的!こ運営していくとともに、行政及び商工会議所等のまちづくり機関がその活

動の岩盤として、まちづくりの担い手に苅し多様な支援を行うことで、担い手による自律的な活動と

してまちづくりを継続的に行っていくことが求められています。

【地表】

まちの利用者(顧客〉

来衛者・新規住民ほか

【士i表】
まちづくりの担い手

地域住民、地権者、商庖街、大学、

各種まちづくり団体等 ほか

【岩盤】

行政及びまちづくり機関

市、商工会議所、まちづくり公社

ほか

ーー』

ーーー』

ーー四』

よりたくさんの実りが得られ、

豊かな士壊が形成されるように !

【主壌の役割】
・たくさんの穫が恨付き、根を張るように!
=キ 釆街儀会をi管やす質の高いイベントの開催
.根付いだ作物が元気に成長し続けられるように !
吟 まちづくり組織による自律的なまち経営

-より量豊かで厚みのある土爆に!
=キ招来的なまちづくりの担い手も育成!

【岩盤の役割】
-安定した活動基盤を提供
-まちづくりの可能住を砿げる支緩や規制緩和で、
まちづくりの担い手の活動を支援!
-水はけと風通しのよい、鍾かな主演を育むために
弓 活性化協議会の設置で共通目標と情報を共育

中山市街地のまちづくり3層情造

[岩盤がはたすべき役割)

-安定し疋活動基盤を提供

持続的なまちづくり活動への支援による安定した基盤の提供

-まちづくり活動の基盤(可能性〉の拡大・まちづくり活動の誘導

各種規制緩和及び多様な主体に対する柔軟な支援による民間のまちづくり活動の後押し

.より豊かな土壌の醸成に向けて

水はけと風通レの良い、豊かな工壌を育むため、共通目標と情報を共有

【土壌が果疋すべき役割)

-たくさんの種が根惜き、根を張るように!

=今 来街機会を増やす質の高いイベントの開催

.根{寸いた作物が元気に成長し続けられるように!

=今 まちづくり団体等による自律的なまち経営(コミュ二ティビジネス等)

.より豊かで厚みのある主壌に!

当 将来的なまちづくりの担い手ち育成!
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B実現方策 1 
5-2 中心市街地におけるまちづくりの進め方

0地域のまちづくり団体等を主体としたまちづくり(エリアマネジメン卜〉の推進
本市の中山市街地は、商業や業務、医療 ・福祉など、僚/マな土地や建築物の利用に苅するポテン

シャルは非常に高いちのの、古くからまちの中山として利用され人々のつながりや土地などの権利

関係ち複雑であることから、一体的なまちなみの整備が行われてきておらす、高いまちのポテンシ

ャルを十分に活かしされていないのが実情です。

近年の中山市街地におけるまちづくりでは、まちの中山としての公共性、公益性の求められる地

域であることから、同j骨で効果的なまちづくりには、地域による主体的なまちづくりを推進する民

間の「まちづくり団体」による工リフフマネジメントが苅果的とされ、 事例ち多数出てきています。

そこで、本市の中山市街地においても、まちづくり団体等が多横なステークホルダーの調整を行

い、ハード ・ソフトの両面で事業主体となって、中山市街地のまちづくりを自律的に推進していく

体制の確立を目指します。

八王子市 八王子商工会議所

企画 ・提案 企画・提案

デfペCJ:Yパー

~ちづ〈り組繍巴

期待される5つめ自目指E

マネジメン ト

画膿
多

案
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活動支援

まちづくり団体等に期待される5つの機能と各関係機関との関連

※まちづくり団体等・・・エリアマネジメントの主体となるまちづくり団体、各地区の地権者組織等
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B実現方策 1 
0中山市街地活性化基本計画の再構築により認定を取得し、効果的にまちづくりを実施
中山市街地で実施が想定されるイベン卜などの商業振興事業や市街地更新事業については、国な

どが用意している中山市街地活性佑の仕組みを活かレ、国の資金や他の地域で積み重ねられたノウ

ハウを十分に活用することが効果的です。

平成26年7月に改正された中山市街地の活性化に関する法律(中山市街地活性化法)1こ基づき、

中山市街地活性化基本計画を再構築するとともに、国の認定を取得することで、刻果的かつ確実な

事業の実施を図ります。

また、全国の事例を参考に、本市において想定されるまちっくりの実施体制案を以下に示します。

今後市が認定を目指す中山市街地活性化基本計画に基づき、「中山市街地活性化協議会Jを中山に

八王子市、まちづくり団体等が連携しだ実施体制となっています。

協議会は、商工会議所若しくはまちづくり団体の設置者、地域の商業者や商庖街、企業や金融機

関、 市民、大学などを構成員とし、まちづくりを総合的に推進するため、中山市街地活性化に関す

る事業の総合調整を行います。まちづくり団体等は協議会の事務局機能のほか、まちづくりの専門

家としてマネジメント機能を有し、まちづくり団体等の総合的なマネジメン卜の下、イベン卜開催

や福祉、空き家・空き庖舗苅策など目的別に事業を実施し、各種計画を実行します。市はハード ・

ソフト施策の計画策定とハード整備の計画実施、協議会への情報提供、まちづくり団体等への支援

などの役割を坦います。

この実施体制はまちづくりの枠組みの一例ですが、本市においてもまちづくり体制の確立に向け

て、市はまちづくり団体等に苅し、資金面や技術面でパックアップするとともに、地区内の事業者

との橋渡しやまちづくりに必要となる情報共育など、多面的なサポートを実施します。

【現在のまちづくりの実施体制】 【将来のまちづくりの実施体制案】
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主に
/、ード鐙慌

協議会.

情報の集約・発信
計画と進鯵管理のー元化

まちづくり会社
財政基鎗 ・組織力の強化

相験窓口の一元化

事業:

地1或の中でやりたいことを事業化
〈やりたいことができる仕繍み〉
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B実現方策 1 
0地域の課題に対応する“CAPDサイクル"に基づく実効的なまちづくりの展開

~“計画ありき"ではなく、“実践ありき"のまちづくりヘ~

中山市街地においては、すでに様々な主体が様々な揚所及び方浩でまちづくり活動を行っており、

すべての主体がまちづくりの課題や方向性を共有し、解決に向かつて取り組むことが望まれます。

レかし、地域の特性や社会情勢の変化によってさまざまな課題が出てくることから、これまでの

PDCAサイクルでは迅速な苅応が行えない面があります。まだ、刻果的なまちづくりの実施にあ

たっては、いくつかの主体が連携し、課題に対応しだ行政機関等の支援メニューを計画的に活用す

ることで、総合的なまちづくりが司能となる面ちあります。

そこで、“計画ありき"のPDCAサイクルではなく、“実践ありき"のCAPDサイクルにより、

想定していない事象にも迅速に対応し、スピード感を持ってまちの改善を図ることとします。

Check 課題は伺か、まちづくりの方向性に沿って

(点横・評価) いるか点横・評価する r?t t何時JJ、
Action 軽微な課題や、実施がまちづくりの方向性

(処置・改善〉 に沿っていない揚合に苅し処置・改善する ① Check l (個 ③々の毒F事l業an計画}
Plan 多くの主体が連携し、大きな課題に苅し活 (点検・評価)

(事業計画) 動を行う際に、 ai要となる計画を立案 、IJZ蜘 l。Do 計画に即し、まちづくり活動を実践する

〈実行 ・実践)

. . . . 
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CAPDサイクルによるまちづくりの進め方のイメージ
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